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研究成果の概要（和文）：中世禁裏財政は幕府財政からの補助金で幕府の政所によって運営されていたという通説を批
判した。新出史料の「即位下行帳」の分析から、禁裏の賦課した諸国段銭や諸国所課を幕府が徴収して共同財政の惣用
下行帳で、公家の伝奏切符と幕府方の惣奉行人らの下書との複合文書で財政支出システムを運営していたことをあきら
かにした。業者は必要経費を立て替え払いし、請求書を禁裏の公家と幕府奉行人に示して手形を発給してもらい公方御
倉から支払を受けるという債務を前提にした請求主義の決算システムになっていたことをあきらかにした。その研究成
果は『室町廷臣社会論』（塙書房２０１４）として公刊した。

研究成果の概要（英文）：We have been understood that Finance of the Imperial Court depends on the grant 
by Muromachi Shogunate.In this article, The analysis of Tellers’ Roll; SOKUI gegyoutyou, gives the 
following results.
First, The personnel member of Government Finance Exchequer of Recept was Kinri Densou and Bugyounin ; 
secretary-general in the Muromachi Shogunate and the Imperial Court.
Secondly, Crown creditor take a draft ,Issues by Densou and Bugyounin, There is the bill payable to the 
order of KUBOU MIKURA.

研究分野：日本中世史　社会経済史
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１．研究開始当初の背景 
これまでの室町・戦国期の朝廷財政

は幕府財政に依存していたとする見

解が桑山浩然・下坂守・田沼睦らに

よって主張され、日本史学の通説と

なってきた。 

 しかし、歴博の新規購入史料とし

て船橋清原家旧蔵史料が新発見され、

後柏原天皇の即位段銭の徴収した収

支決算帳簿群である即位下行帳 7 冊

が、中世禁裏の財政帳簿であること

がはじめてあきらかにされた。官務

の大宮時元自筆史料であり、幕府の

惣奉行摂津元親家の史料を書写して

共同財政帳簿を作成していたことが

判明し、平成 20 年度から 23 年度科

研「室町期禁裏・室町殿統合システ

ムの基礎的研究」の研究成果報告書

で公開した。この研究成果を受けて、

本研究の「中世禁裏・幕府共同財政

帳簿の基礎的研究」では、即位下行

帳７冊の個別的な分析を行い、中世

禁裏と幕府の共同財政帳簿の全体構

造の分析と禁裏役人と幕府役人との

共同運営システムの内実を分析する

ことを主要な研究課題に設定した。 
２．研究の目的 
禁裏と幕府がどのような共同財政運

営システムをとっていたのか、史料

論と禁裏・幕府の官人のネットワー

ク論として具体的に解明することを

目的とした。 

第一は、帳簿群がどのような構成

をとっていたのか、だれがつくった

史料をだれがどのように手を加えて、

加筆や訂正や書写がおこなわれたの

か、この帳簿はどのように運用され

ていたのか。史料群の成り立ちと構

成をあきらかにすることを第一の目

的とした。 

第二は、史料群の作成・運用に関

与した禁裏の公家や幕府方の奉行人

がだれであったのかを個別人名とし

てあきらかにすること、官人の上下

命令伝達ルートをあきらかにするた

め、即位伝奏や官務・局務と下部官

僚機構である六位外記史との関係、

幕府方の惣奉行人・相奉行と禁裏の

公家・官人との関係、財政用途の支

払機関である公方御倉・禁裏御倉が

だれであったのかをあきらかにする

ことを第二の目的とした。関係官人

の名簿と基礎データの集積を基礎に、

禁裏・幕府の共同財政運営システム

の解明を目標とした。 
 
３．研究の方法 

（１）７冊の即位下行帳の内容分析を行い，

明応・文亀・永正年間の同時代史料

である公家日記をはじめ，歴博所蔵

廣橋家旧蔵典籍群から惣用下行帳に

関する史料群と照合して，惣用下行

帳に関する網羅的な史料データを集

積する。 

明応・文亀・永正年間の禁裏・幕府共同

財政の運営に従事した官僚組織のメン

バーと、その職歴・人的ネットワークを

解明する。広橋・甘露寺・勧修寺・清原

業忠・業賢・中原師富・大宮時元らの史

料を整理して官僚組織の構造をあきら

かにし、天皇の官僚組織の内実を論文化

する 

即位下行帳の永正七年から十八年の

即位伝奏広橋守光の関係史料を、田中

本、高松宮本、広橋本などから抽出し、

データの集約を進める。後柏原天皇の即

位関係史料とその財政運営にあたった

官僚組織とメンバーを探索する。六位外

記史ら地下官人の重層的な家司・家礼関

係を解明・まとめる。 

（２）当面は公家関係史料群から開始して武

家関係史料群と公方御料所・守護領・



禁裏領の調査を行う。 

諸司領・官渡領・殿下渡領・将軍家

領・禁裏御領との相互関係の資料を集

成するとともに、禁裏御領の拡大傾向

の背景とその個別荘園調査を継続す

る。中下級貴族や地下官人らが天皇の

官吏であるとともに、室町殿・摂家の

家司・家礼という家産官僚制の官人で

もあったという二面性を解明する。 

 
４．研究成果 

（１）禁裏と幕府の共同財政帳簿である「即

位下行帳」の公家官人と幕府官人のリストア

ップをもとにその分析をおこなった。その結

果、公家のメンバーでは、広橋兼宣・綱光・

兼顕・守光、町廣光、中御門宣胤・宣光、勧

修寺経成・教秀、甘露寺清長・房長・親長・

元長・伊長、三条西実隆・公条らが、儀式伝

奏や行事蔵人・奉行弁などが職事弁官として

関与していることが判明した。いずれも名

家・羽林家の家格をもつ中級貴族である。 

 これらの儀式伝奏・職事弁官の命令を受け

る中間官僚機関として官務・局務の両局が存

在したことが判明した。具体的には、官務局

では大宮為緒・長興・時元・伊治、壬生晨照・

晴富・雅久・干恒・登辰・朝芳らの存在が明

白になった。外記局の中原師胤・師郷・師富、

清原宗業・業忠・宗賢・宣賢・業賢・枝賢、

が、半家の弁官局・外記局の首長に相当する

左大史・四位の官務・局務として共同財政運

営に関与していることが判明した。 

彼らの下部官僚機関である実務官人の六

位外記史ら地下官人としては、右大史として

「安倍盛俊」・「安倍盛久」、左大史として

「高橋範職」、左少史として「小槻道祐」・

「高橋重職」、左史生として「紀員定」・「紀

氏広」「宗岡（中原）行賢」（「行事官行賢」）、

右史生として「菅野職治」・「菅野国清」、

右官掌として「紀氏重」「紀末重」「氏村」、

左官掌として「紀助兼」、召使として「行秀」

「宗岡行継」があげられた。また「主殿大夫

職行」、「堀川祐弘」、「出納中原職盛」、

「高橋宗国」、「行松兼清」、「正六位少允

藤井行吉」、「同少属藤井行国」らが判明し

た。いずれも弁官局の官務や外記局の局務の

下におかれた六位外記と左右少史を兼務し

ていた特徴をもつことがあきらかになった。

その下部である官の史生・官掌、召使など弁

官局の下部組織が室町戦国期においても行

政機能を発揮していたことが明確になった。 

 幕府方の共同財政運営の実務官人として

は、「惣奉行」として摂津之親・元親・政親・

元造が代々職務を継承していた事が判明し

た。「相奉行」として松田長秀・秀俊、斉藤

基雄、飯尾貞連が確認された。とくに、摂津

氏は、幕府奉行人の中で、即位式や大嘗会な

ど禁裏行事に際してかならず惣奉行となっ

ており、摂津親秀から之親―政親―元親―元

直と代々、惣奉行をつとめていたことがあき

らかにすることができた。 

政所執事の伊勢貞宗・貞陸らが、儀式伝

奏・武家伝奏を介して天皇と室町殿と合議を

媒介して合意形成のために尽力しているこ

とが明白になった。 

中世国家財政は、禁裏の公家・官人＝伝奏

と官務・局務と六位外記史と、幕府の奉行人

＝惣奉行と相奉行と公方御倉との共同官僚

機構によって運用されていたことをあきら

かにした。彼らが中世国家財政の財政執行者

であるとともに会計報告者であったことが

判明した。 

（２）禁裏と室町殿の共同財政帳簿の即位

下行帳は、官務の大宮時元が、惣奉行摂津之

親の自筆史料を之親の子孫である元親から

借用・書写して基礎帳簿を作成した。官務大

宮時元は、基礎帳簿の必要用途項目ごとに行

事の必要度や修理・取替・新造・買替・再利

用などの必要度を行事官宗岡（中原）行賢

らの事前調査・実情調査や申請書にもどづい

て判断して必要予算額の「増減」を加えて予

算原案をつくる。官務は六位外記史らの行事



官の関係資料と下行帳案を即位伝奏に提出

する。即位伝奏の町広光は蔵人弁万里小

路賢房を介して、惣用下行帳を奏事によっ

て天皇に提出した。天皇は、即位伝奏や武家

伝奏や殿下・院宮らの意見を聞き禁裏側の意

見がまとまると、武家伝奏に命じてさらに室

町殿と合議に入る。即位伝奏と武家伝奏は、

惣用下行帳案を管領・政所執事伊勢氏や惣奉

行攝津氏らを介して室町殿に提出して、惣用

下行帳の予算規模の総額をどのくらいにす

るか、両者の合意で決定する。禁裏と幕府と

の審議・合議がおこなわれて、惣用下行帳の

総額が決定され、即位用途予算の最終案が完

成して、予算執行に入るシステムになってい

ることが判明した。言い換えれば、先代の天

皇の即位用途の下行帳は、前回の最終執行帳

簿をもっている武家奉行人の即位惣奉行攝

津氏の家文書を基礎データとして禁裏の官

務が借用して書写し、新行事の即位用途の予

算原案を作成しており、公武一体の官人が共

同で財政帳簿を作成していたことが判明し

た。 

惣用下行帳は、禁裏の行事執行のための予

算書としての機能とともに財政運営執行の

ための台帳であるとともに会計報告や会計

監査最終記録にもなったことが判明した。 

（３）禁裏の財政帳簿群が官務である大宮時

元の自筆史料でありながら、局務の清原枝賢

の子孫である清原家の資料として相伝・保存

されてきたのはなぜか、その伝来論について

検討した結果、その伝来理由が判明した。 

後柏原天皇の局務である清原業賢が、官務

大宮時元の女を妻として男子を出産してお

り、それが枝賢であった。天文十四年（一五

四五）に清原業賢は時元の子伊治と一緒に周

防の大内義隆宅に下向した。その際、広橋、

山科言継、薄等三人が京での送別に出向い

たことが判明した（『言継卿記』同年四月十

八日条））。これまで大宮伊治がいつ西国に

下向したか不明とされており、清原家と大宮

家との姻戚関係や共同行動の実態は知られ

ていなかった。こうした局務清原業賢・枝賢

と大宮時元・伊治との姻戚関係および周防大

内氏への共同行動があった。それゆえ、官務

大宮時元の自筆史料が、局務家の清原家に伝

来した歴史的背景をあきらかにすることが

できた。 

 

（４）後柏原天皇の惣用下行帳の一冊で

ある即位下行帳の必要経費の支払システ

ムの分析から、財政支出構造の予算執行

の実体をあきらかにすることができた。 

 禁裏行事の準備作業を請け負った当事者

は、必要経費を立替払いして業務を執行した

のち、請求書を儀式伝奏に提出して、支払命

令書である伝奏切符という手形を発給して

もらう。当事者は、伝奏切符を幕府方の惣奉

行である摂津家に持参して、支払命令の承認

印として摂津氏のサインを加筆してもらう。

これを、儀式伝奏の発した切符の袖に書き加

えてもらうため下書と呼んだ。さらに、手形

を、幕府の相奉行のもとに提出して、支払命

令の確認として、相奉行の連署をもらう。幕

府の相奉行は、松田長秀・松田頼亮・飯尾

清房らであった。こうして公家の伝惣と幕

府の奉行人らの連署・加筆を受けた手形を公

方御倉の下に示して、銭貨の支払いを受け取

った。したがって、中世国家財政の支払シス

テムは、立替払と禁裏と幕府の両方の官人の

連署した支払命令書を公方御倉という財政

機関に示して支払われるという官僚主義的

手形主義によって運営されていたことが判

明した。知行からの土地所有税と臨時課税に

よって徴収した国家財政は、立替払を前提に

した債務主義と手形による支払システムに

なっていた。 

以上から、公方御倉がこれまでの通説の 

ごとく幕府財政機構とはいえず、即位伝 

奏町広光と惣奉行摂津元親らによって共 



同運営される公武一体の国家的財政共同 

機関であったこと、惣用下行帳・即位下 

行帳は予算執行の財政帳簿であり、同時 

に公方御倉からの支出帳簿および出金帳 

簿でもあったことが判明した。 

（５）惣用下行帳・即位下行帳の記載内 

容を詳細にみると、本所領や武家領など 

知行に応じて土地所有税として賦課され 

た諸国段銭の幕府による徴収納税台帳で 

もあった。 

 まず、即位段銭の賦課命令は、管領奉 

書・事書によって各国守護に命じられ、 

文亀元年の事例では但馬・丹後・因幡・ 

越後の 4カ国から２２０貫文を徴収し、 

玉泉坊・大橋と呼ばれる二家の公方御倉 

と禁裏御倉の土倉業者に納税されていた。

公方御倉・禁裏御倉が諸国段銭の徴 

収・収納機関であるとともに予算執行で 

の支出・支払機関をも兼ねていた構造も 

解明された。 

（６）これまで中原家や清原家の家領荘園や

大宮家の家領荘園とされてきた荘園群と禁

裏御領との関係史料を集成して再検討して

きた。その結果、中原家のみならず清原家と

も、禁裏の局務でありながら、室町殿・摂関

家の家司・家礼を兼ねることによって、将軍

家領や殿下渡領遠江国浅羽荘の荘園の一部

や屋敷地を給分として知行安堵を受けてい

たことが判明した。しかも、家領荘園の多く

が「局務渡領」とよばれ、局務在職中の者が

荘園を知行することが許されたものであり、

「公領」として扱われていたことが判明し

た。播州小犬丸や大炊寮領丹波今安保・掃部

寮領上野国綿貫荘などがふくまれていた。局

務が中原師孝から清原業忠に交代すると、局

務渡領の知行主も中原から清原に交代した。

文安五年（一四四八）十二月三○日後花園天

皇綸旨で、大炊寮領の売買契約を罪科として

無効にする徳政令と公領興行を命じていた。

幕府も八カ国に宛てた室町殿（義政）御教書

を発給して、公領再興の興行令を発していた

ことが判明した。この結果、清原家の荘園知

行は、家領としてではなく、公領である禁裏

御領を局務家の渡領として知行しているも

ので、局務の職を離れれば、禁裏に返上すべ

き所領群であることを論証することができ

た。 

（７）これまで日本の王室である中世禁

裏にはイギリスやフランス王室のように

財政帳簿は存在しないとされていた。し

かし、本研究によって、惣用下行帳・即

位下行帳が、国家財政帳簿であり、国家

行事のための予算書であり、徴税納税台

帳であるとともに予算執行上の支払支出

帳簿であり、それゆえ会計監査最終記録

でもあったことが判明した。 

 さらに、中世イギリス王朝の財政帳簿

は、一二世紀にも王領の州長官が国王に

対する負債を集計して、一年に巡廻して

財政支出するシステムになっていたこと、

一五世紀の国家財政も貸付金募集官によ

る借入金に依存していたことが、ステイ

ーブ・チャーチや城戸毅らによってあき

らかにされている。イギリス王朝の王領

であった南フランス・ラングドック地方

の造幣局・カオール商人遺跡やカタール

関連遺跡の調査、フランス王家の財政帳

簿の現地調査などを行なった。日本中世

禁裏の財政運営システムについて欧州王

朝との比較史的研究に取り組むことがで

きた。研究成果は、『歴史評論』に論文と

して公開した。本研究は、日本の中世王

室の財政運営を世界史との比較研究の中

で研究するための出発点を作ったものと

いえるであろう。 
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